
２
０
２
６
年
度

大
学

院
履

修
案

内
東
京
都
立
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科

２０２６年度

大 学 院 履 修 案 内

東京都立大学大学院理学研究科

２０２６年度

大 学 院 履 修 案 内

２０２６年４月１日発行

発 行 東京都立大学大学院理学研究科

〒192-0397東京都八王子市南大沢１－１

電話（042）677-1111（代） 内線 3033



前
期

入 学 式

理学研究科ガイダンス

定 期 健 康 診 断

前期及び前期Ⅰ授業開始

前期履修申請（WEB）期間

前期履修申請（WEB）確認期間

前 期 Ⅰ 授 業 最 終 週

前 期 Ⅱ 授 業 開 始

博士学位申請（９月修了者）

対大阪公立大学総合競技大会

修士学位申請（９月修了者）

前期開講科目授業最終週

前 期 期 末 試 験 予 備 日

前期期末試験及び前期Ⅱ授業最終週

夏 季 休 業

４月５日（日）

４月７日（火）

４月２日（木）～４月３日（金）、４月７日（火）～

４月９日（木）

４月８日（水）

４月15日（水）～４月22日（水）

４月24日（金）17時まで

５月28日（木）～５月29日（金）、６月８日（月）～

６月10日（水）

６月４日（木）～６月５日（金）、６月15日（月）～

６月17日（水）

６月10日（水）まで（予定）

未定（土日開催）

７月10日（金）まで（予定）

７月16日（木）～７月17日（金）、７月27日（月）～

７月29日（水）

７月23日（木）～７月24日（金）

７月30日（木）～７月31日（金）、８月３日（月）～

８月５日（水）

８月13日（木）～９月30日（水）

後
期

後期及び後期Ⅰ授業開始

後期履修申請（WEB）期間

大 学 祭

後 期 Ⅰ 授 業 最 終 週

後 期 Ⅱ 授 業 開 始

博士学位申請（３月修了者）

冬 季 休 業

後期及び後期Ⅱ授業再開

修士学位申請（３月修了者）

大 学 入 学 共 通 テ ス ト

後期開講科目授業最終週

後 期 期 末 試 験 予 備 日

後期期末試験及び後期Ⅱ授業最終週

春 季 休 業

修了式・学位記授与式

10月１日（木）

kibacoに掲示する。

10月31日（土）～11月４日（水）（準備・片付含）

11月19日（木）～11月20日（金）、12月１日（火）～

12月２日（水）、12月７日（月）

11月26日（木）～11月27日（金）、12月８日（火）～

12月９日（水）、12月14日（月）

12月10日（木）まで（予定）

12月29日（火）～１月３日（日）

１月４日（月）

１月８日（金）まで（予定）

１月15日（金）～１月17日（日）（準備含）

１月21日（木）、１月26日（火）～１月27日（水）、

１月29日（金）、２月１日（月）

１月28日（木）

２月２日（火）～２月５日（金）、２月８日（月）

２月15日（月）～３月31日（水）

３月22日（月）

2026年度 学年暦

※履修申請や学位申請の詳細、集中講義の開講などの各種通知・募集は、kibacoに掲示

するので適宜、必ず確認すること。
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履修上の注意

【各専攻共通科目】

共通科目のうち、「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義Ⅱ」は、物理学専攻・化学専

攻の専門科目として取り扱う。

上記以外の科目は全専攻の専攻科目として取り扱う。

「物理化学特別講義Ⅰ」及び「物理化学特別講義Ⅱ」については、内容が異なる場合は重複履修

を可能とする。
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【数理科学専攻】

（博士前期課程）

１．理学研究科博士前期課程の「数理科学演習」は、必修である。

２．理学研究科博士前期課程の「数理科学セミナー」は、必修である。

年次進行に応じて履修すること。

３．「数理科学演習」「数理科学セミナー１～４」を除く科目については、内容が異なる場合は重

複履修を可能とする。

（博士後期課程）

１．理学研究科博士後期課程の「数理科学特別セミナー」は、必修である。

年次進行に応じて履修すること。

２．「数理科学特別演習」「数理科学特別セミナー１～６」を除く科目については、内容が異なる

場合は重複履修を可能とする。
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【物理学専攻】

（博士前期課程）

１．修士の学位を取得するためには、理論系の場合、物理学特別セミナーⅠ～Ⅳ、ならびに物理

学特別演習Ⅰ～Ⅳ、実験系の場合、物理学特別セミナーⅠ～Ⅳ、ならびに物理学特別実験Ⅰ～

Ⅳを履修しなければならない。Ⅰ～Ⅳを順に履修すること。同時に複数履修はできない。

２．物理学特論Ⅰ、物理学特論Ⅱ、物理学特別講義Ⅰ、物理学特別講義Ⅱ、物理学学外体験実習、

インターンシップは、講義の内容が異なる場合には重複して履修することが可能である。

３．学部との共通講義の科目は、既に本学学部で単位を修得済みであり講義内容が単位修得時と

同一である場合は履修できない。

４．なお、優れた研究業績を上げて早期修了要件を満たすと認められた者に対しては、１の履修

要件の一部は適用されない。

（博士後期課程）

１．博士の学位を取得するためには、理論系の場合、物理学特別演習Ⅴ～Ⅷ、実験系の場合、物

理学特別実験Ⅴ～Ⅷを履修しなければならない。Ⅴ～Ⅷを順に履修すること。同時に複数履修

はできない。理論系は物理学特別演習Ⅷの履修後、実験系は物理学特別実験Ⅷの履修後に、そ

れぞれ物理学特別演習Ⅸ、物理学特別実験Ⅸの履修ができる。

２．物理学特論Ⅰ、物理学特論Ⅱ、物理学特別講義Ⅰ、物理学特別講義Ⅱ、物理学学外体験実習、

インターンシップは、講義の内容が異なる場合には重複して履修することが可能である。

３．博士前期課程と共通の科目は、既に本学博士前期課程で単位を修得済みであり講義内容が単

位修得時と同一である場合は履修できない。

４．なお、優れた研究業績を上げて早期修了要件を満たすと認められた者に対しては、１．の履

修要件の一部は適用されない。
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【化学専攻】

（博士前期課程）

１）修士の学位を取得するためには、化学特別実験ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢおよび化学特別セミ

ナーⅠ、Ⅱを履修しなければならない。化学特別実験は重ねて履修しても、単位は加算されな

い。原則として、化学特別実験ⅠＡ、ⅠＢは１年次に、化学特別実験ⅡＡ、ⅡＢは２年次に順

番に履修するものとする。また、化学特別セミナーについては原則として、４月入学者は化学

特別セミナーⅠを前期に、化学特別セミナーⅡを後期に履修するものとする。10月入学者は化

学特別セミナーⅠを後期に、化学特別セミナーⅡを前期に履修するものとする。

２）化学特論は専門分野以外の院生の履修にも配慮された内容の講義である。専門分野以外の知

識を身につけるために、化学専攻では、以下に示す３つのグループからそれぞれ２単位以上、

合計８単位以上を履修することを修士の学位取得要件にしている。

第１グループ：化学特論Ⅰ、化学特論Ⅱ

第２グループ：化学特論Ⅲ、化学特論Ⅳ

第３グループ：化学特論Ⅴ、化学特論Ⅵ、化学特論Ⅶ

３）化学特別講義Ⅰは、学外の専門家が最新の研究や話題などを基礎から解説するものである。

知識を広めるためにも進んで履修することを薦める。

４）原則として同一科目の重複履修は認めないが、「化学特別講義Ⅰ」「化学特別講義Ⅱ」「化学

学外体験実習」「インターンシップ」「化学特別セミナーⅠ・Ⅱ」に限り、講義の内容が異なる

場合には、重複して履修することが可能であり、単位も加算される。

（博士後期課程）

１）博士の学位を取得するためには、化学特別実験ⅢＡ、ⅢＢ、ⅣＡ、ⅣＢおよび化学特別セミ

ナーⅢ、Ⅳを履修しなければならない。化学特別実験は重ねて履修しても、単位は加算されな

い。原則として、化学特別実験ⅢＡ、ⅢＢは１年次に、化学特別実験ⅣＡ、ⅣＢは２年次に順

番に履修するものとする。また、化学特別セミナーについては原則として、４月入学者は化学

特別セミナーⅢを前期に、化学特別セミナーⅣを後期に履修するものとする。10月入学者は化

学特別セミナーⅢを後期に、化学特別セミナーⅣを前期に履修するものとする。

２）化学特別講義Ⅰは、学外の専門家が最新の研究や話題などを基礎から解説するものである。

知識を広めるためにも進んで履修することを薦める。

３）原則として同一科目の重複履修は認めないが、「化学特別講義Ⅰ」「化学特別講義Ⅱ」「化学

学外体験実習」「インターンシップ」「化学特別セミナーⅢ・Ⅳ」に限り、講義の内容が異なる

場合には、重複して履修することが可能であり、単位も加算される。但し、博士前期課程と共

通の科目は、既に本学博士前期課程で単位を修得済みであり講義内容が単位修得時と同一であ

る場合は履修できない。
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【生命科学専攻】

１．生命科学専攻が提供する授業科目には、生命科学実験（２単位）、生命科学セミナー（２単位）、

生命科学特別演習（１単位、２単位）、生命科学特論（２単位）、生命科学特別講義（１単位）、

生命科学特別セミナー（１単位）、経営企画演習（１単位）、国際実践演習（１単位）、研究評価

演習（１単位）、生命科学特別実験（１単位）、生命科学特別実習（２単位）、生命科学放射線実

習（１単位）、生命科学学外体験実習（１単位、２単位）、インターンシップ（１単位、２単位）

がある。

２．生命科学実験と生命科学セミナーは各研究室により提供される。生命科学特別演習、生命科学

特論、生命科学特別講義、生命科学特別セミナー、経営企画演習（１単位）、国際実践演習（１

単位）、研究評価演習（１単位）、生命科学特別実験、生命科学特別実習、生命科学放射線実習は、

それぞれの専門分野以外の院生の履修にも配慮した内容、形式で行われる。特論は、それぞれの

分野の博士前期（修士）課程レベルの基礎的内容を中心とした講義である。特別講義は、それぞ

れの分野のより専門的かつ先端的な内容の講義である。生命科学特別実習は、とくに必要がある

場合に開講される。

３．授業は原則として時間割どおりに開講される。ただし生命科学実験は、研究テーマに応じて時

間割にとらわれずに実施される。学外の研究機関での活動や野外調査が研究の主要な部分を占め

るために時間割どおりの講義の受講が困難な場合は、正規時間外の課題学習やレポート提出等に

よって授業を履修したものと認定されることがある。社会人院生の場合、本務との関係で受講が

困難な場合も、同様の対応が講じられる。このような対応を希望する場合は、事前に指導教員お

よび各授業担当教員と相談すること。

４．院生の学外での学習活動について、院生・指導教員からの申し出に基づき、専攻教務委員会は、

審査の上、生命科学特別実験あるいは生命科学学外体験実習として履修単位を認定することがで

きる。

５．すべての受講科目について、履修申請をしなければならない。同一の授業科目名で開講される

講義、演習、実験、セミナーは、内容が異なれば、重複履修が可能であり修得した単位は加算さ

れる。

６．生命科学特別講義のいくつかについては、指導教員が特に必要と認め、専攻教務委員の承認が

履修に必要である。専門分野をよく考慮して履修することが望まれる。シラバスの記載に注意す

ること。

７．企画経営演習、国際実践演習、研究評価演習を１科目以上履修することを強く推奨する。
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（博士前期課程）

１．博士前期課程の修了には、修得した総単位数が30以上必要である。また、そのうちの15単位

以上は所属研究室提供の生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得しな

ければならない。

２．「所属研究室提供の生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目」の履修により修得した単

位のうち、上記１．の15単位以上として認められるのは、各学期につき４単位を上限とする。

ただし、生命科学特別セミナー、生命科学特別演習、経営企画演習、国際実践演習、研究評価

演習、学外講師により集中講義として提供される科目については、上記の４単位の制限に含ま

れない。

３．生命科学専攻以外が提供する大学院の科目の履修により修得した単位に関しては、専攻教務

委員の承認を受けた上で、上記１．の「所属研究室提供の生命科学セミナー・生命科学実験以

外の科目の履修によって修得した単位」とすることができる。学部科目の履修により修得した

単位に関しては、指導教員と専攻教務委員の承認を受けた上で、上記１．の「所属研究室提供

の生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得した単位」とすることがで

きる。ただし、専攻が提供する科目以外の履修により修得した単位で、上記１．の「所属研究

室提供の生命科学セミナー・生命科学実験以外の科目の履修によって修得した単位」として認

定されるのは、専攻外大学院科目と学部科目を合計して７単位を上限とする。

４．生命科学セミナーおよび生命科学実験は、原則として所属研究室提供の科目のみを履修する。

なお、特論を２科目以上履修することを強く推奨する。また、生命科学特別セミナーを履修す

ることが望ましい。

５．本項（博士前期課程）１．から４．は、2026年度以降の入学者に適用される。2025年度以前

に入学した学生は入学時の規定に従う。

（博士後期課程）

１．博士後期課程を修了するためには、博士後期課程において履修した科目の総単位数が20以上

でなければならない。なお所属研究室提供の生命科学セミナーおよび生命科学実験以外の科目

の履修により８単位以上を修得することが望ましい。

２．同じ内容の科目に関しては、博士前期課程との重複履修は認めない。

３．生命科学セミナーおよび生命科学実験は、原則として所属研究室提供の科目のみを履修する。

また、生命科学特別セミナーを履修することが望ましい。
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大学院全学共通科目
（博士前期課程・博士後期課程）

〈大学院キャリア科目〉

本学大学院では全研究科共通の科目として、キャリア開発のための授業科目を開講している。

課程修了後、民間企業や大学・研究所等に就職する場合、博士後期課程へ進学する場合、どちら

においても、それまでの研究活動で培われた知識や能力が次のステップにおいて有意義に活かせ

るよう、研究目的と将来のキャリアを関連付けて考えておくことは非常に重要となる。そのため、

本学においては大学院生向けのキャリア科目を通じてキャリア形成に必要な意識・能力を育成す

る。

〈注意点〉

（1）開講科目に関する詳細は、HPを参照すること。

（参照：本学キャリア支援課Webサイト＞博士後期課程向けキャリア支援情報

＞その他の大学院キャリア教育科目

https://career.tmu.ac.jp/for_doctoral/rikei_doctorcareer.html）

（2）博士前期課程、博士後期課程の大学院生いずれも受講することができる。

（3）授業科目として単位が付与されるが、博士前期課程、博士後期課程の修了単位には含まれ

ない。
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〔数理科学専攻〕

担当者名 研究室 内線

赤 穂 まなぶ 8-629 3136

石 谷 謙 介 8-669 3167

上 原 北 斗 8-623 3128

内 田 幸 寛 8-667 3165

内 山 成 憲 8-668 3166

数 川 大 輔 8-628 3127

金 光 秋 博 8-627 3163

カレル シュワドレンカ 8-625 3146

黒 田 茂 8-672 3172

小 林 正 典 8-670 3134

酒 井 高 司 8-631 3138

佐 藤 峻 8-664 3162

下 條 昌 彦 8-622 3135

鈴 木 登志雄 8-675 3175

関 行 宏 8-671 3171

津 村 博 文 8-674 3174

徳 永 浩 雄 8-673 3173

深 谷 友 宏 8-630 3137

三 浦 達 彦 8-666 3164

横 田 佳 之 8-626 3133

横 山 俊 一 8-665 3168

吉 冨 和 志 8-624 3131

川 崎 健 8-662 3158

平 田 雅 樹 8-662 3158

〔物理学専攻〕

担当者名 研究室 内線

青 木 勇 二 8-531 3362

荒 畑 恵美子 8-580 3368

石 崎 欣 尚 8-227 3244

殷 文 8-584 3374

上 田 仁 彦 8-518 3351

江 副 祐一郎 8-229 3246

角 野 秀 一 8-532 3363

栗 田 玲 8-496 3333

首 藤 啓 8-518 3351

田 沼 肇 8-526 3355

野 本 拓 也 8-579 3367

服 部 一 匡 8-519 3352

藤 田 裕 8-517 3348

堀 田 貴 嗣 8-578 3366

松 田 達 磨 8-226 3243

水 口 佳 一 8-225 3242

本 橋 隼 人 8-581 3371

森 弘 之 8-577 3365

柳 和 宏 8-289 3253

柳 島 大 輝 8-528 3357

山 口 康 宏 8-583 3373

飯 田 進 平 8-292 3255

石 川 久 美 8-296 3257

大 塚 博 巳 8-594 3383

北 澤 敬 章 8-588 3375

草 場 哲 8-289 3258

汲 田 哲 郎 8-488 3326

佐々木 伸 8-515 3346

田 中 篤 司 8-510 3341

服 部 裕 也 8-125 3222

東 中 隆 二 8-122 3221

山 下 愛 智 8-125 3222

横 田 宏 8-483 3325
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〔化学専攻〕

担当者名 研究室 内線

石 田 真 敏 8-553 3575

伊 藤 隆 8-469 3538

大 浦 泰 嗣 8-567 3576

岡 大 地 8-373 3452

奥 村 拓 馬 8-368 3448

河 底 秀 幸 8-561 3572

歸 家 令 果 8-367 3447

楠 本 周 平 8-466 3535

久冨木 志 郎 RI-201 3922

杉 浦 健 一 8-565 3567

田 岡 万 悟 9-414 4352

竹 川 暢 之 8-366 3446

土 井 良 平 8-450 3524

中 谷 直 輝 8-572 3543

野 村 琴 広 8-473 3542

廣 瀬 靖 8-372 3453

廣 田 耕 志 8-375 3435

茂 木 信 宏 8-365 3445

山 添 誠 司 8-568 3577

レッドショー カール 8-576 3587

秋 山 和 彦 8-474 3583

伊 藤 皇 聖 8-374 3455

川 澄 遼太郎 9-415 4366

北 沢 創一郎 8-467 3536

吉 川 聡 一 8-561 3572

芝 本 幸 平 8-365 3445

下 山 大 輔 8-234 3421

中 谷 佳 萌 8-575 3588

松 本 淳 8-369 3451

三 澤 健太郎 8-365 3445

〔生命科学専攻〕

担当者名 研究室 内線

アダム クローニン 8-541 3765

安 藤 香奈絵 9-478 4443

江 口 克 之 牧野-214 2754

得 平 茂 樹 8-334 3672

大 谷 哲 久 9-515a 4441

大 林 龍 胆 8-331 3671

岡 村 悠 8-534 3761

岡 本 龍 史 8-320 3661

鐘ヶ江 健 8-312 3653

川 原 裕 之 9-488 4367

坂 井 貴 臣 8-413 3724

ジェルベ オリビエ 9-519 4447

鈴 木 準一郎 8-540 3764

髙 鳥 直 士 8-336 3673

髙 橋 文 8-425 3733

髙 山 浩 司 牧野-117 2727

立 木 佑 弥 9-511 4358

田 村 浩一郎 8-415 3725

成 川 礼 8-263 3628

野 澤 昌 文 8-417 3726

春 田 伸 8-434 3741

福 田 公 子 8-339 3675

矢 崎 英 盛 9-519 4447

淺 田 明 子 9-493 4372

朝 野 維 起 8-422 3731

加 藤 英 寿 牧野-118 2728

木 下 温 子 8-318 3657

斎 藤 太 郎 9-493 4371

杉 浦 健 太 牧野-215 2755

武 尾 里 美 8-441 3745

藤 原 泰 央 牧野-107 2723

横 田 直 人 9-481b 4370
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以下の関係規則については、ウェブページで閲覧することができる。

○東京都立大学大学院学則

○東京都立大学学位規則

※ 学位規則で学位申請の時期が定められているが、理学研究科においては、「東京都立大学大

学院学則及び同学位規則に関する理学研究科細則」第２条により、修士の学位の申請時期は、

１月10日まで又は７月10日まで、課程博士の学位の申請時期は、12月10日まで又は６月10日

までとする（ただし、いずれも休日等を除く）。実際の申請時期については、必ずkibacoの掲

示を確認すること。

東京都公立大学法人例規集 https://www.houjin-tmu.ac.jp/kisoku/
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